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大学の「教養の物理学」教育の実践報告１  （2019.7.7 加筆修正） 

      -教養教育改革への影響- 

  

                      内山弘美（元神奈川大学非常勤講師） 

 

１．背景と目的 

報告者のバックグラウンドは、純粋な物理学ではなく、地球物理学（＝地球科学、地球

惑星科学。高校では地学の大気・海洋・地震・火山などに相当する）である。現在の学問

分野は、科学史と理系教養教育等である。そのような学問的バックグラウンドから、現代

物理学者が想定しなかった、リベラル・アーツの発想でシラバスを書いたことにより、「教

養の物理学」の非常勤講師に採用された。 

本報告では、大学の「教養の物理学」教育の実践報告の一つとして、報告者のシラバス

が当該大学の物理学教室の教養教育改革に及ぼした影響を明らかにすることを目的とする。 

以下では、2017 年度までの当該大学の「教養の宇宙物理学」「教養の物理学」のシラバス

の特徴、2018 年度に報告者が作成したシラバスの特徴、2019 年度の「教養の宇宙物理学」

「教養の物理学」のシラバスの特徴について整理する。その上で、報告者の「教養の物理

学」のシラバスや実践が、当該大学の物理学教室の教養教育改革へ及ぼした影響について

議論する。 

 

2． 2017 年度までの「教養の宇宙物理学」「教養の物理学」のシラバスの特徴 

 当該大学の「教養の宇宙物理学」(＝宇宙科学Ⅰ､Ⅱ)、「教養の物理学」（＝物理科学Ⅰ､Ⅱ）

は、物理学教室が開講する理系教養科目であり、同一名の科目を複数名の教員が担当して

いる。そのため、同一科目名で複数のシラバスが存在する。 

報告者が担当する以前の 2017 年度の「教養の宇宙物理学」「教養の物理学」のシラバス

から、以下の特徴が読み取れた。 

 

（1）担当教員の出身分野 

担当教員は、物理学出身者である。「教養の宇宙物理学」を担当するのは素粒子論・宇

宙物理学の出身者である。「教養の物理学」を担当するのは、素粒子論・宇宙物理学および

生物物理学の出身者である。 

 この背景には、物理学教室の教員の分野構成（宇宙物理学と物性物理学が中心。生物物

理学は 1 名） が関係しているものと見なされる。しかし、物性物理学の出身者は、担当

していない。 

 

（2）「教養の宇宙物理学」のシラバスの特徴 

  小学生から大人までが興味を持つテーマが並んでおり、宇宙物理学の体系をしている。 

 

（3）「教養の物理学」のシラバスの特徴 

 物理学の体系をしており、シラバスの構造は 2 種類ある。一つは物理学の特定分野の体

系であり(例えば、生物物理学)、もう一つは宇宙物理学を含む物理学の様々なテーマから構

成されている。 

  

3．2018 年度の報告者の「教養の物理学」のシラバスの特徴 

（1） 報告者のシラバスの特徴-全体的- 

 物理学の体系をしておらず、リベラル・アーツの視点から、物理学とは一見関係のない

テーマから構成されている。全体を貫く理念は科学史である。物理学の周辺領域である地

球物理学が盛り込まれていることも、特徴の一つである。 



（2）報告者の前期のシラバスの特徴 

副題は「地球と宇宙へのまなざし」であり、宇宙物理学や宇宙物理学の科学史を中心に

授業が展開される。物理学の周辺分野である地球物理学も取り上げられる。天文の簡単な

計算も視野に入れられる。 

 

（3）報告者の後期のシラバスの特徴 

副題は、「自然現象と人間活動」である。地球環境問題や防災などの生活に役立つ話題が、

授業の約 3 分の１を占める。物性物理学、生物物理学など物理学の様々な側面を取り上げ

ている。物理学の周辺分野である地球物理学や電気工学も取り上げている。 

全国のどこの国立大学の「教養の物理学」のシラバスにも見られない、夢のようなテー

マが（宇宙旅行など）が見られる。生活や趣味、ジェンダー、社会階層などのテーマもあ

る。  

グループ学習を取り入れた、アクティブ・ラーニングが導入されている。 

 

＜裏ばなし＞ 

(1)審査の過程で、物理学教室の主任教授から、シラバスの内容が「面白い」という感想を

頂いた。 

(2)授業の中で、「私は物理学の周辺領域ですが、この大学の物理学の先生の多くは、現代物

理学の宇宙物理学か物性物理学がご専門です」という紹介をした。このことは、学生達が、

現代物理学の奥深さに興味を持つきっかけになったようである。 

(3)後期最後の授業で提出された学生のリアクション・ペーパーには、「来年度の前期に、先

生のⅠの授業を履修したい」という感想が見られた。 

 

４．2019 年度の「教養の宇宙物理学」「教養の物理学」へ及ぼした影響 

（1）担当教員の専門分野の変化 

①それまで「物理学」と見做されていなかった、物理学周辺分野（電気電子工学科開講の

「科学技術論」担当）の非常勤講師が、新たに「教養の物理学」を担当している。 

②物性物理学の非常勤講師が「教養の物理学」を担当するようになった。 

③「教養の宇宙物理学」を担当する教員数が 1 名増加し、コマ数が増加した。 

 

（2）報告者のシラバスに類似した特徴 

①宇宙物理学の体系あるいは物理学の体系をしておらず、物理学と一見関係のないテーマ

から構成されている。 

②科学史の内容が盛り沢山取り入れられている。宇宙物理学の科学史や物理学の科学史の

構造になっている。 

③「教養の物理学」のシラバスには、夢のようなテーマ（「宇宙旅行」など）が盛り込まれ

ている。 

  

５．結論 

 本報告では、報告者のシラバスとその前後年のシラバスを比較した結果、当該大学の「教

養の宇宙物理学」「教養の物理学」の構造が、その前後で大きく変化したことが明らかとな

った。すなわち、報告者が「リベラル・アーツ」、科学史、地球物理学の視点を導入したこ

とにより、その後の当該大学の物理学教室の教養教育改革に大きな影響を与えた、と結論

づけられる。 

 

参考文献：神奈川大学 web シラバス 

 

P.S. 

実践的な視点から、ご意見・ご感想を期待しております。rica_uch(ｱｯﾄﾏｰｸ)ﾔﾌｰ.co.jp 



内山弘美  教養の物理学のシラバス 2018前期 

 

 



内山弘美 教養の物理学のシラバス 2018後期 

 

 


